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(57)【要約】
本発明は、チャネル状態情報フィードバック方法および
ユーザ装置を提供する。該方法は、発信地点が設定した
、マルチアンテナ・多発信地点協働に参与するＣＳＩプ
ロセス集合をユーザ装置が取得するステップと、発信地
点がＣＳＩプロセス集合内のＣＳＩプロセスに対して設
定したサブ帯域（ＳＢ）継承をユーザ装置が取得するス
テップと、ユーザ装置が、ＣＳＩプロセスに対する設定
に基づいてＣＳＩを算出するステップと、ユーザ装置が
、算出されたＣＳＩを発信地点にフィードバックするス
テップと、を含む。本発明は実現が容易で、オーバーヘ
ッドが低いという利点を有し、増強型４Ｇシステムおよ
び５Ｇシステムに適用可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発信地点が設定した、マルチアンテナ・多発信地点協働に参与するＣＳＩプロセス集合
を、ユーザ装置が取得するステップと、
　発信地点がＣＳＩプロセス集合内のＣＳＩプロセスに対して設定したサブ帯域（ＳＢ）
継承を、ユーザ装置が取得するステップと、
　ユーザ装置が、ＣＳＩプロセスに対する設定に基づいてＣＳＩを算出するステップと、
　ユーザ装置が、算出されたＣＳＩを発信地点にフィードバックするステップと、を含む
チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック方法。
【請求項２】
　発信地点がＣＳＩプロセス集合内のＣＳＩプロセスに対して設定したランク指示子（Ｒ
Ｉ）継承をユーザ装置が取得するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＣＳＩプロセスがＳＢ依存型プロセスとして設定される場合には、当該ＣＳＩプロセス
は、ＳＢ参照型プロセスと同様のＳＢを継承し、
　ＣＳＩプロセスがＲＩ依存型プロセスとして設定される場合には、当該ＣＳＩプロセス
は、ＲＩ参照型プロセスと同様のＲＩを継承する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　非多地点協調（ＣｏＭＰ）による伝送をサポートするためのＣＳＩプロセスに対して、
いかなる継承も設定しない処理、
　非相関連合発信（ＪＴ）による伝送、および周波数領域における動的発信地点選択／動
的発信地点空白化（ＤＰＳ／ＤＰＢ）による伝送をサポートするためのＣＳＩプロセスに
対して、ＲＩ継承を設定し、ＳＢ継承を設定しない処理、
　独立型多地点伝送をサポートするためのＣＳＩプロセスに対して、ＲＩ継承を設定せず
、ＳＢ継承を設定する処理、および／または、
　相関ＪＩによる伝送をサポートするためのＣＳＩプロセスに対してＲＩ継承およびＳＢ
継承を設定する処理を含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
　ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにおいてＳＢ情報および他のＣＳＩを同
時間に通知する必要がある場合には、ユーザ装置は、ＳＢ参照型プロセスに関するＣＳＩ
のみを算出し通知する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項６】
　ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにおいてＳＢ情報および他のＣＳＩを異
なる時間に通知する必要がある場合には、ＳＢ依存型プロセスに関する通知情報の算出は
、直近に継承されたＳＢ情報に基づいて行われる、請求項１または２に記載の方法。
【請求項７】
　ＳＢ参照型プロセスおよび対応のＳＢ依存型プロセスによるＪＴ伝送を想定し、ＳＢ参
照型プロセスのＳＢ選択を算出する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項８】
　ＳＢ依存型プロセスとして設定され、ＲＩ依存型プロセスとして設定されていないＣＳ
Ｉプロセスに対して、新モード２－１における新フィードバックタイプ１ａを形成し、Ｓ
Ｂ参照型プロセスから継承されるサブ帯域位置をフィードバックしない、請求項１または
２に記載の方法。
【請求項９】
　サブ帯域チャネル品質指示子（ＣＱＩ）が、ユーザ装置が干渉を除去した後のＣＱＩで
あり、
　ユーザ装置が干渉を除去する順番は、固定の順番、または発信地点がＲＲＣまたはＭＡ
Ｃシグナリングを用いてユーザ装置へ設定した順番である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ＳＢ依存型プロセスにおけるサブ帯域ＣＱＩの数と、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ
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帯域ＣＱＩの数とは異なる、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　ＳＢ依存型プロセスおよびＲＩ参照型プロセスとして設定されたＣＳＩプロセスに対し
、新モード２－１における新フィードバックタイプ１ａを形成し、ＳＢ参照型プロセスか
ら継承されるサブ帯域位置をフィードバックし、またはフィードバックしない、請求項１
または２に記載の方法。
【請求項１２】
　新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、ＳＢ参照型プロセスにおけ
るサブ帯域位置と同様のサブ帯域位置、サブ帯域Ｗ２、およびサブ帯域ＣＱＩが含まれる
、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、ＳＢ参照型プロセスにおけ
るサブ帯域位置と同様のサブ帯域位置、サブ帯域Ｗ２、および集積ＣＱＩが含まれる、請
求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、サブ帯域Ｗ２およびサブ帯
域ＣＱＩのみが含まれ、
　前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域位置は、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ帯域位
置と同様であり、フィードバックされない、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、サブ帯域Ｗ２、ＳＢ依存型
プロセスとＳＢ参照型プロセスとの相対位相情報、および集積ＣＱＩが含まれ、
　前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域位置は、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ帯域位
置と同様であり、フィードバックされない、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、サブ帯域Ｗ２、ＳＢ依存型
プロセスとＳＢ参照型プロセスとの相対位相情報、およびサブ帯域ＣＱＩが含まれ、
　前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域位置は、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ帯域位
置と同様であり、フィードバックされない、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、サブ帯域Ｗ２、サブ帯域Ｃ
ＱＩおよび集積ＣＱＩが含まれ、
　前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域位置は、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ帯域位
置と同様であり、フィードバックされない、請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記集積ＣＱＩと前記サブ帯域ＣＱＩとの差分エンコードを行う、請求項１７に記載の
方法。
【請求項１９】
　新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、サブ帯域Ｗ２および集積Ｃ
ＱＩが含まれ、
　前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域位置は、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ帯域位
置と同様であり、フィードバックされない、請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、増強されたサブ帯域Ｗ２お
よび集積ＣＱＩが含まれ、
　前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域位置は、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ帯域位
置と同様であり、フィードバックされない、請求項１１に記載の方法。
【請求項２１】
　新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、増強されたサブ帯域Ｗ２お
よびサブ帯域ＣＱＩが含まれ、
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　前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域位置は、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ帯域位
置と同様であり、フィードバックされない、請求項１１に記載の方法。
【請求項２２】
　新フィードバックタイプ１ａは、予め設定されているタイプ、または、発射地点が、複
数のタイプ様式からなるサブ集合の中から選択し、ＲＲＣまたはＭＡＣシグナリングを用
いてユーザ装置へ設定したタイプである、請求項１２から２１までのいずれか１項に記載
の方法。
【請求項２３】
　前記相対位相情報は、１つまたは複数の位相値である、請求項１２から２１までのいず
れか１項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記集積ＣＱＩには、マルチデータストリームのＪＴ伝送をサポートするために、複数
のＣＱＩ値が含まれる、請求項１２から２１までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項２５】
　ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスによるＪＴ伝送を想定し、集積ＣＱＩを
算出する、請求項１２から２１までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項２６】
　発信地点が設定した、マルチアンテナ・多発信地点協働に参与するＣＳＩプロセス集合
を取得するＣＳＩプロセス集合取得ユニット（７１０）と、
　発信地点がＣＳＩプロセス集合内のＣＳＩプロセスに対して設定したサブ帯域（ＳＢ）
継承を取得する継承設定取得ユニット（７２０）と、
　ＣＳＩプロセスに対する設定に基づいてＣＳＩを算出するＣＳＩ算出ユニット（７３０
）と、
　算出されたＣＳＩを発信地点にフィードバックするＣＳＩフィードバックユニット（７
４０）と、を含むユーザ装置（７００）。
【請求項２７】
　前記継承設定取得ユニット（７２０）は、さらに、発信地点がＣＳＩプロセス集合内の
ＣＳＩプロセスに対して設定したランク指示子（ＲＩ）継承を取得する、請求項２６に記
載のユーザ装置。
【請求項２８】
　ＣＳＩプロセスがＳＢ依存型プロセスとして設定される場合には、当該ＣＳＩプロセス
は、ＳＢ参照型プロセスと同様のＳＢを継承し、
　ＣＳＩプロセスがＲＩ依存型プロセスとして設定される場合には、当該ＣＳＩプロセス
は、ＲＩ参照型プロセスと同様のＲＩを継承する、請求項２６または２７に記載のユーザ
装置。
【請求項２９】
　ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにおいてＳＢ情報および他のＣＳＩを同
時間に通知する必要がある場合には、前記ＣＳＩ算出ユニット（７３０）は、ＳＢ参照型
プロセスに関するＣＳＩのみを算出する、請求項２６または２７に記載のユーザ装置。
【請求項３０】
　ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにおいてＳＢ情報および他のＣＳＩを異
なる時間に通知する必要がある場合には、前記ＣＳＩ算出ユニット（７３０）は、直近に
継承されたＳＢ情報に基づいて、ＳＢ依存型プロセスに関する通知情報を算出する、請求
項２５または２６に記載のユーザ装置。
【請求項３１】
　前記ＣＳＩ算出ユニット（７３０）は、ＳＢ参照型プロセスおよび対応のＳＢ依存型プ
ロセスによるＪＴ伝送を想定し、ＳＢ参照型プロセスのＳＢ選択を算出する、請求項２５
または２６に記載のユーザ装置。
【請求項３２】
　ＳＢ依存型プロセスとして設定され、ＲＩ依存型プロセスとして設定されていないＣＳ
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Ｉプロセスに対し、前記ＣＳＩフィードバックユニット（７４０）は、新モード２－１に
おける新フィードバックタイプ１ａを採用してフィードバックを行い、
　前記新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、ＳＢ参照型プロセスか
ら継承されるサブ帯域位置が含まれない、請求項２５または２６に記載のユーザ装置。
【請求項３３】
　ＳＢ依存型プロセスおよびＲＩ参照型プロセスとして設定されたＣＳＩプロセスに対し
、前記ＣＳＩフィードバックユニット（７４０）は、新モード２－１における新フィード
バックタイプ１ａを採用してフィードバックを行い、
　前記新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、ＳＢ参照型プロセスか
ら継承されるサブ帯域位置が含まれ、または含まれない、請求項２５または２６に記載の
ユーザ装置。
【請求項３４】
　前記ＣＳＩ算出ユニット（７３０）は、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセス
によるＪＴ伝送を想定し、集積ＣＱＩを算出する、請求項３３に記載のユーザ装置。

【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
〔技術分野〕
　本発明は通信技術分野に関し、より具体的には、多発信地点協働モード下のチャネル状
態情報フィードバック方法、および該方法を用いたユーザ装置に関する。
〔背景技術〕
　現代の無線モバイル通信システムは、２つの顕著な特徴を呈している。その１つは、高
速ブロードバンドである。例えば、第４世代無線モバイル通信システムは、バンド幅が１
００ＭＨｚに及び、下り速度が１Ｇｂｐｓにも達している。もう１つは、モバイルインタ
ーネット接続、携帯からの動画リクエストやオンラインナビゲーションなどの新興な業務
を促進させているモバイルインターオペラビリティである。この２つの特徴に関しては、
無線モバイル通信技術に対し、主に超高速の無線伝送、領域間の干渉抑制、移動中の信号
伝送の信頼性、分布型／集中型信号処理などのような高性能が要求されている。また、将
来の増強型第４世代（４Ｇ）および第５世代（５Ｇ）の無線モバイル通信システムにおい
ては、上記の発展需要を満たすために、関連の各種のコア技術が提出、論証され、本分野
の研究者から注目が集まりつつある。
【０００２】
　２００７年１０月に、国際電気通信連合（ＩＴＵ）により、世界マイクロ波インターオ
ペラビリティアクセスシステム（ＷｉＭａｘ；Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒ
ａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）が４番目の３Ｇシステム
標準として認定された。３Ｇ時代の終末期に発生したこの状況は、実質的に４Ｇ標準の争
奪戦の幕開けであった。実際は、無線ローカルエリアネットワークおよびＷｉＭａｘを代
表とした無線ＩＰ技術の課題に挑むために、既に２００５年から、第３世代３ＧＰＰ組織
が斬新なシステムアップグレード、すなわちロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ
；Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）の標準化作業に着手し始めた。ＬＴＥは、
直交周波数分割多重化技術（ＯＦＤＭ；Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）に基づく準第４世代システムであり、２００
９年初に初版が発行され、２０１０年から徐々に世界中のビジネスに利用され始めた。そ
れと同時に、第４世代無線モバイル通信システム（４Ｇ；ｔｈｅ　Ｆｏｕｒｔｈ　Ｇｅｎ
ｅｒａｔｉｏｎ）の標準化制定に対する３ＧＰＰ組織の作業も２００８年の上半期に始動
した。このシステムは、進化型ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ－Ａ；Ｌｏｎ
ｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　Ａｄｖａｎｃｅｄ）と称され、その物理層プロセス
のコア標準化ドキュメントが２０１１年初に完成された。２０１１年１１月に、ＩＴＵ組
織は、中国の重慶市で、ＬＴＥ－ＡシステムおよびＷｉＭａｘシステムを４Ｇシステムに
おける２つの公式標準とすることを公表した。現在、ＬＴＥ－Ａシステムの商用化は世界
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中で普及されつつある。
【０００３】
　ＬＴＥ－ＡシステムおよびＷｉＭａｘシステムを代表とする第４世代無線モバイル通信
システムは、高速、満足の通信サービスをユーザへ提供できるが、将来の数年ないし十数
年後のユーザニーズを充分に応えることができない。現在、モバイル通信システムのユー
ザ数は、約５５億であり、２０１５年までにはその数字が７３億に上ると予想される。中
では、スマートフォンのユーザ数の増加が特に著しい。２０１１年現在、世界中のスマー
トフォン端末は、約４．２８億であるが、２０１５年までにはその数字が倍に増加し１０
億に上ると見られる。高機能のスマートフォンの普及に伴って、無線モバイルの通信速度
がハイスピードで上昇している。近年では、世界中の無線通信速度は、年間で２倍の勢い
で安定に上昇している。この勢いだと、無線モバイル通信システムは、１０年後のユーザ
の通信速度に対する基本的なニーズを満たすためには、現在よりも１０００倍超の速度向
上が必要となる。勿論、上述した速度は、主にデータ処理サービス（現在は総サービス量
の９割を占める）に関し、例えばスマートフォン用ソフトのダウンロード、リアルタイム
のナビゲーション、個人情報のクラウド同期および情報共有などに関する。なお、音声処
理サービスは、人口の増加が比較的に遅いという客観的要因に左右され、将来の１０年間
にわたって大幅な増加がないと見られる。
【０００４】
　１０００倍の速度向上という課題の他に、モバイルインターネットの出現によるもう１
つの課題がある。現在、インターネットへのアクセスの７０％が、モバイル端末から行わ
れている。今後の１０年間は、ＩＴ業界にとって斬新な商機があり、伝統的なＰＣインタ
ーネットが徐々にモバイルインターネットに取って替われることで、ビッグチャンスが発
生する。そして、ユーザの新しい習慣によって、例えば携帯型の通信装置およびタッチパ
ネル向けのソフトウェア開発、個人ロケーティングに基づくソーシャルネットワークや、
個人を中心とするクラウドデータ管理など、一連の新しいサービスモデルが生み出される
。ところで、モバイルインターネットが無線モバイル通信システムにもたらす影響は、主
に次の２点である。まずは、モバイル動画のデータパケット量が著しく増加し、２０１６
年までにはデータパケット総量の６６％程度を占めると予想される。このようなリアルタ
イム性レベルの高い業務では、無線モバイル通信システムに高い信頼性が要求される。次
に、将来には、ほとんどのモバイルデータ通信が室内やセル集中エリアで発生し、無線モ
バイル通信システムのカバー率も高く要求される。
【０００５】
　また、２０２０年になると、世界中には２００億もの機器型通信装置が存在すると予想
され、そのデータパケット量が現在より５００％増加する。膨大な数の機器型通信装置を
サポートするだけのシステムを如何に設計するかが、さらに研究する余地のある課題であ
る。
【０００６】
　今後１０年間の課題によると、増強型第４世代無線モバイル通信システムに対する発展
需要は、主に次の点である。
【０００７】
　・より速い無線ブロンドバンド速度、および一部のセル集中エリアの重点的な改善。
【０００８】
　・ユーザ体験のさらなる向上、特にセル境界エリアの通信サービスの最適化。
【０００９】
　・使用可能な周波数スペクトルでは１０００倍の拡張が不可能であることを考慮し、周
波数スペクトルの利用効率を向上させる新技術を研究し続ける必要がある。
【００１０】
　・より広い通信帯域を獲得するために、高周波数帯域の周波数スペクトル（５ＧＨｚま
たはもっと高い）の導入が必須である。
【００１１】
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　・データストリーム量を分担するための、現存ネットワーク（２Ｇ／３Ｇ／４Ｇ、ＷＬ
ＡＮ、ＷｉＭａｘなど）の協働。
【００１２】
　・異なる業務、応用およびサービスに対する特定の最適化。
【００１３】
　・大規模な機器の通信性能に対するシステムサポート力の増強。
【００１４】
　・柔軟、スマート、且つ低価なネットワーク設計および構築。
【００１５】
　・ネットワークの消費電力およびユーザ装置の電池消費の節約の勘案。
【００１６】
　前記の発展需要を実現するために、今年の６月に、第３世代モバイル通信パートナ・プ
ロジェクト（３ＧＰＰ）組織は、スロベニアで特別作業会議を開き、増強型第４世代無線
モバイル通信システムのコア技術について討議した。この会議では、４２件の提案が発表
、検討され、最終的には３件のコア技術が選ばれた。具体的には、増強型サブセル技術、
三次元ＭＩＭＯ技術、および増強型多地点協調通信技術である。
【００１７】
　多地点協調通信技術とは、複数のユーザが同時に１つまたは複数の発信地点から通信サ
ービスを得る技術である。この技術によれば、システムは、分散している発信地点からユ
ーザのチャネル状態情報を収集し、多地点協働およびリソース分配を行うことで、ユーザ
のＱｏｓ要求を満たすと共に、ネットワーク全体の各種リソースを有効に利用することが
できる。なお、発信地点（ＴＰ）とは、一組の下り参照信号パターン（ＣＳＩ－ＲＳ　Ｐ
ａｔｔｅｒｎ）に対応した複数の発信ポートからなる集合を指し、伝統的な「基地局」の
定義に限らない。
【００１８】
　過去の十数年の間は、ＭＩＭＯシステムの理論の成熟が奏功し、多地点協調通信の研究
が盛んに行われてきた。ＭＩＭＯシステムでは、一般的に、上りおよび下りチャネルのマ
クロモデルを多元接続チャネル（ＭＡＣ；Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）モデル、およびブロードキャストチャネル（ＢＣ；Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）モデルと称する。論証の結果によれば、ユーザ端に１つのアンテナが配置されて
いる場合、ＭＡＣモデルおよびＢＣモデルの容量領域には双対性が存在する。この双対性
は、発信端および受信端の両方に複数のサブアンテナが配置されている場合においても成
立する。さらに、このような双対性は、発信端および受信端のアンテナの各々がパワー制
限される場合においても成立することが論証された。つまり、アンテナに対してグループ
分けを行い、アンテナのグループを疑似の発信ノードまたは受信ノードとすると、ＭＩＭ
ＯシステムにおけるＭＡＣモデルまたはＢＣモデルは、多地点協調通信ネットワークとし
て進化し、容量の上限が拡張される。容量の上限に関する基本的問題が解決された後、多
地点協調通信技術の研究が全面的に展開され、学術界の注目点となった。
【００１９】
　多地点協調通信技術は、産業界の標準化作業においても大いに注目され、既に初歩的に
第４世代無線モバイル通信システムに適用され始めた。例えば、ＬＥＴ－Ａシステムには
、主にダウンリンクのために使用される多地点協調（ＣｏＭＰ；Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ
　Ｍｕｌｔｉ　Ｐｏｉｎｔｓ）と呼ばれる技術が採用されている。また、上り多発信地点
による連合受信も、発信地点の自動選択の一案である。但し、第４世代無線モバイル通信
システムは、簡単な非相関多地点協調の構成しか考慮されていない。
【００２０】
　ＬＴＥ－Ａシステムにおけるマルチアンテナ・多発信地点協働に関する大まかな記載は
、標準化ファイル（３ＧＰＰ　ＴＲ　３６．８１９　Ｖ２．０．０（２０１１～０９）、
「Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｍｕｌｔｉ-Ｐｏｎｉｔ　Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｌ
ＴＥ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ａｓｐｅｃｔｓ（Ｒｅｌｅａｓｅ　１１）」，（
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３ＧＰＰ組織の技術報告；Ｎｏ．３６．８１９；バージョンＶ２．０．０；日付：２０１
１年９月，「ＬＴＥシステムにおける多地点協調の物理層について」））を参照できる。
以下は、それについて概括的に説明する。
【００２１】
　マルチアンテナ・多発信地点サービスにおけるユーザ装置は、一組の発信地点に対して
、各発信地点とユーザ装置との間のリンクのチャネル状態／統計情報を通知する必要があ
る。当該一組のセルは、マルチアンテナ・多発信地点による伝送の測定集合と称される。
【００２２】
　ユーザ装置から情報が実際にフィードバックされる発信地点は、測定集合のサブ集合で
あってもよい。このサブ集合は、マルチアンテナ・多発信地点による伝送の協働集合と称
される（マルチアンテナ・多発信地点による伝送の協働集合と、マルチアンテナ・多発信
地点による伝送の測定集合とが、同一の集合であってもよい）。
【００２３】
　マルチアンテナ・多発信地点による伝送の協働集合に含まれる発信地点は、ユーザ装置
に対するＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ；物理ダウンリンク共有チャネル、すなわちユーザ装置のデータチャネル）の伝送に
直接、または間接的に参与する。
【００２４】
　複数の発信地点が直接に協働伝送に参与する方式は、ＪＰ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｒｏｃｅｓ
ｓｉｎｇ；連合処理）と称され、ユーザ装置のＰＤＳＣＨ信号を、協働に参与する複数の
発信地点と共有させることが要求される。ＪＰは２種類の方法に細分される。１つは、Ｊ
Ｔ（Ｊｏｉｎｔ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ；連合発信）と呼ばれ、複数の発信地点がそ
のＰＤＳＣＨ信号を同時にユーザ装置に発信する方法である。もう１つは、ＤＰＳ（Ｄｙ
ｎａｍｉｃ　Ｐｏｉｎｔ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ；動的発信地点選択）およびＤＰＢ（Ｄｙ
ｎａｍｉｃ　Ｐｏｉｎｔ　Ｂｌａｎｋｉｎｇ；動的発信地点空白化）と呼ばれ、複数の発
信地点のうち、常に１つの信号リンクのみを選択または遮断し、当該ＰＤＳＣＨ信号をユ
ーザ装置に発信する方法である。
【００２５】
　また、複数の発信地点が間接的に協働伝送に参与する方式は、ＣＢ／ＣＳ（Ｃｏｏｒｄ
ｉｎａｔｅｄ　Ｂｅａｒｍｆｏｒｍｉｎｇ／Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇ；ビームフォーミング協調／スケジューリング協調）と称され、ユーザ装置のＰＤＳ
ＣＨ信号を、協働に参与する複数の発信地点と共有させることが要求されない。この方法
によれ、複数の発信地点同士は、異なるユーザ装置のＰＤＳＣＨの発信ビーム／リソース
を協調することにより、相互干渉を抑制する目的を達成している。
【００２６】
　マルチアンテナ・多発信地点による協働伝送環境下で動作するユーザ装置については、
その情報フィードバックは、主に発信地点ごとにフィードバックする形式である。また、
フィードバックの伝送は、サービス発信地点の上りリソースを利用して行われる。
【００２７】
　なお、「マルチアンテナ」（ＭＩＭＯ；Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
Ｏｕｔ）無線伝送技術とは、発信端および受信端に複数のアンテナを配置し、無線伝送に
おける空間リソースを利用して、空間多重化の増幅および空間ダイバシティの増幅を実現
するものである。情報論の研究によると、ＭＩＭＯシステムの容量が、発信アンテナ数お
よび受信アンテナ数の最小値に応じて線増長することが明らかになっている。図１はＭＩ
ＭＯシステムの模式図である。図１では、発信端および受信端のマルチアンテナにより、
空間領域情報を含むマルチアンテナ無線チャネルが構成されている。
【００２８】
　また、「情報フィードバック」とは、主に、ユーザ装置がチャネル状態情報を発信地点
にフィードバックした後、発信地点が対応の無線リソース管理などの処理を行うことを指
す。チャネル状態情報をフィードバックする方法は、従来技術文献において主に次の３種
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ある。
【００２９】
　＜完全型のチャネル状態情報フィードバック＞
　ユーザ装置が、送－受信端チャネル行列内の全要素を量子化した後、当該要素を逐一に
発信地点にフィードバックする。或いは、ユーザ装置が、送－受信端チャネル行列内の全
要素をアナログ変調し、発信地点にフィードバックする。或いは、ユーザ装置が、送－受
信端チャネル行列の瞬間共分散行列を取得し、該共分散行列内の全要素を量子化した後、
当該要素を逐一に発信地点にフィードバックする。これにより、発信地点は、ユーザ装置
がフィードバックした量子化後のチャネルに基づき、正確なチャネルを再構築することが
できる（非特許文献１：３ＧＰＰ　Ｒ１－０９３７２０，「ＣｏＭＰ　ｅｍａｉｌ　ｓｕ
ｍｍａｒｙ」，Ｑｕａｌｃｏｍｍ（３ＧＰＰドキュメント，Ｎｏ．Ｒ１－０９３７２０，
「多発信地点協調システムにおけるメールの討論要旨」，Ｑｕａｌｃｏｍｍ社）を参照）
。なお、この方法の実施の模式図を図２に示す。
【００３０】
　＜統計に基づくチャネル状態情報フィードバック＞
　ユーザ装置が、送－受信端チャネル行列に対し、例えばその共分散行列の算出など、統
計処理を行い、当該統計情報を量子化した後、発信地点にフィードバックする。これによ
り、発信地点は、ユーザ装置からのフィードバックに基づき、チャネルの統計状態情報を
取得することができる（非特許文献１：３ＧＰＰ　Ｒ１－０９３７２０，「ＣｏＭＰ　ｅ
ｍａｉｌ　ｓｕｍｍａｒｙ」，Ｑｕａｌｃｏｍｍ（３ＧＰＰドキュメント，Ｎｏ．Ｒ１－
０９３７２０，「多発信地点協調システムにおけるメールの討論要旨」，Ｑｕａｌｃｏｍ
ｍ社）を参照）。なお、この方法の実施の模式図を図３に示す。
【００３１】
　＜コードブック空間探索に基づくチャネル状態情報フィードバック＞
　ユーザ装置と発信地点との間で、チャネル状態情報の有限の集合（すなわちコードブッ
ク空間；常用のコードブック空間は、チャネルランク、および／またはプリコーディング
行列、およびまたはチャネル品質指示子などが含まれる）を予め定義しておき、ユーザ装
置が送－受信端チャネル行列を検出したときには、前記コードブック空間を探索し、現在
のチャネル行列にマッチする最適なチャネル状態情報要素を探し、該要素のインデックス
ナンバーを発信地点にフィードバックする。これにより、発信地点は、該インデックスナ
ンバーに基づき、予め定義されたコードブック空間に照会することにより、大まかなチャ
ネル状態情報を取得する（非特許文献２：３ＧＰＰ　Ｒ１－０８３５４６，「Ｐｅｒ－ｃ
ｅｌｌ　ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｏｒ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｊｏｉｎｔ
　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ＣｏＭＰ」，ＥＴＲＩ（３ＧＰＰドキュメント，Ｎｏ．Ｒ１－
０８３５４６，「下りマルチノード協働発信における単独セルのプリコーディング方法」
，韓国電子通信学会）を参照）。なお、この方法の実施の模式図を図４に示す。
【００３２】
　上述３種の方法のうち、完全型のチャネル状態情報フィードバックは、効果が最も良い
が、フィードバックのオーバーヘッドも最も大きく、実際のシステムへの適用が困難であ
る。特に、マルチアンテナ・多発信地点協働システムでは、そのフィードバックのオーバ
ーヘッドが発信地点数の増加に伴って数倍に増加することもあるため、実現がより困難に
なる。コードブック空間探索に基づくチャネル状態情報フィードバックは、オーバーヘッ
ドが最も小さいが、効果が比較的に劣る。その理由は、チャネル状態を正確に表すことが
できず、発信端がチャネル特性を十分に利用して特定的伝送を行うことができないためで
ある。但し、この方法は、実現が極めて簡単であり、数ビットだけでフィードバックでき
るため、実際のシステムにおいて幅広く応用されている。これに対し、統計に基づくチャ
ネル状態情報フィードバックは、前記２種の方法の間の良好な折衷である。この方法は、
チャネル状態として明確な統計情報が含まれている場合には、比較的に少量のフィードバ
ック量でチャネル状態を正確に表すことができるため、理想的な効果が得られる。
【００３３】
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　現在、ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａシステムは、実際のシステムの実現要因を考慮し、単独
セルでの伝送方式の場合には、コードブック空間探索に基づくチャネル状態情報フィード
バック方法が採用される。また、ＬＴＥ－Ａシステムの多発信地点協働の場合においても
、コードブック空間探索に基づくチャネル状態情報フィードバック方法が援用される。以
下、このようなフィードバック方法について本発明を説明する。
【００３４】
　コードブック空間探索に基づくチャネル状態情報フィードバック方法を採用する場合、
ＬＴＥ－Ａシステムには、２種類のフィードバックチャネル、すなわち、上り物理制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ）および上り物理共有チャネル（ＰＵＳＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈ
ａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｌｅ）が存在する。一般的に、ＰＵＣＣＨは、同期的な、低負荷、
基本的なチャネル状態情報の伝送に用いられる。ＰＵＳＣＨは、バースト的な、高負荷、
拡張的なチャネル状態情報の伝送に用いられる。ＰＵＣＣＨでは、１つの完全なチャネル
状態情報は、異なるフィードバック内容からなる。当該異なるフィードバック内容は、異
なるサブフレームにて伝送される。一方、ＰＵＳＣＨでは、１つのサブフレームにて、１
つの完全なチャネル状態情報が伝送完了する。このような設計原則は、ＬＥＴ－Ａシステ
ムにおいてそのまま援用されている。
【００３５】
　フィードバックの内容は、チャネル品質インデックス（ＣＱＩ；Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕ
ａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘ）と、チャネルのプリコーディング行列インデックス（ＰＭＩ；
Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｅｘ）と、チャネルのランクインデックス（
ＲＩ；Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｅｘ）との３種類に分けられる。この３種類の内容はいずれもビ
ットとして量子化され、フィードバックされる。なお、通常、ＣＱＩは誤パケット化率０
．１未満の１種類の伝送規格に対応している。
【００３６】
　ＬＴＥシステムには、下りデータのＭＩＭＯ伝送方式が次の８種類として定義されてい
る。
【００３７】
　（１）シングルアンテナ発信
　シングルアンテナを有する発信地点の信号発信に用いられるこの方式は、ＭＩＭＯシス
テムの特例であり、単層のデータしか伝送でない。
【００３８】
　（２）発信ダイバシティ
　ＭＩＭＯシステムにおいて時間および／または周波数ダイバシティの効果を利用して信
号を発信し、信号の受信品質を向上させるこの方式は、単層のデータしか伝送でない。
【００３９】
　（３）開ループ空間分割多重化
　ユーザ装置からのＰＭＩフィードバックを必要としない空間分割多重化方式である。
（４）閉ループ空間分割多重化
　ユーザ装置からのＰＭＩフィードバックを必要とする空間分割多重化方式である。
【００４０】
　（５）マルチユーザＭＩＭＯ
　複数のユーザが同時に、同周波数で、ＭＩＭＯシステムの下り通信に参与する。
【００４１】
　（６）閉ループ単層プリコーディング
　ＭＩＭＯシステムを利用する。ユーザ装置からのＰＭＩフィードバックを必要とし、単
層のデータのみを伝送する。
【００４２】
　（７）ビームフォーミング発信
　ＭＩＭＯシステム、ビームフォーミング技術を利用する。ユーザ装置のデータ復調のた
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めの専用参照信号が付されており、ユーザ装置からのＰＭＩフィードバックを必要とせず
、単層のデータのみを伝送する。
【００４３】
　（８）２層ビームフォーミング発信
　ユーザ装置は、ＰＭＩおよびＲＩをフィードバックするように構成されてもよく、ＰＭ
ＩおよびＲＩをフィードバックしないように構成されてもよい。
【００４４】
　前記のＭＩＭＯ伝送方式をサポートするために、ＬＴＥシステムには、チャネル状態情
報のフィードバックモードが複数定義されている。ＭＩＭＯ伝送方式ごとに、チャネル状
態情報の幾つかのフィードバックモードが対応付けられている。以下は詳しく説明する。
【００４５】
　ＰＵＣＣＨに対応するチャネル状態情報フィードバックモードは、モード１－０、モー
ド１－１、モード２－０、モード２－１の４種類がある。これらのモードは、下記４つの
フィードバックタイプの組み合わせでもある。
【００４６】
　＜タイプ１＞
　帯域パート（ＢＰ；Ｂａｎｄ　Ｐａｒｔ。集合Ｓのサブ集合であり、大きさが集合Ｓの
大きさにより決定される）のうちの好ましいサブ帯域位置、および該サブ帯域のＣＱＩに
関連する（サブ帯域位置のオーバーヘッドはＬビットであり、最初のコードワードのＣＱ
Ｉのオーバーヘッドは４ビットであり、可能な２番目のコードワードのＣＱＩは、最初の
コードワードのＣＱＩに対する差分エンコード方式が採用され、オーバーヘッドが３ビッ
トである）。
【００４７】
　＜タイプ２＞
　ブロードバンドＣＱＩおよびブロードバンドＰＭＩに関連する（最初のコードワードの
ＣＱＩのオーバーヘッドは４ビットであり、可能な２番目のコードワードのＣＱＩは、最
初のコードワードのＣＱＩに対する差分エンコード方式が採用され、オーバーヘッドが３
ビットである。ＰＭＩのオーバーヘッドは、発信地点のアンテナ配置に応じて１、２、４
ビットのいずれかとなる）。
【００４８】
　＜タイプ３＞
　ＲＩに関連する（発信地点のアンテナ配置に応じて、２つのアンテナの場合にはＲＩの
オーバーヘッドは１ビットになり、４つのアンテナの場合にはＲＩのオーバーヘッドは２
ビットになる）。
【００４９】
　＜タイプ４＞ブロードバンドＣＱＩに関連する（オーバーヘッドは一律、４ビットであ
る）。
【００５０】
　ユーザ装置は、前記タイプの種類に応じて、異なる情報を発信地点にフィードバックす
る。
【００５１】
　モード１－０は、タイプ３とタイプ４との組み合わせである。すなわち、タイプ３およ
びタイプ４として、フィードバックは、異なる周期および／または異なるサブフレームオ
フセット量で行われる。これは、集合Ｓにおける最初のコードワードのブロードバンドＣ
ＱＩ、および可能なＲＩ情報をフィードバックすることを意味する。
【００５２】
　モード１－１は、タイプ３とタイプ２との組み合わせである。すなわち、タイプ３およ
びタイプ２として、フィードバックは、異なる周期および／または異なるサブフレームオ
フセット量で行われる。これは、集合ＳにおけるブロードバンドＰＭＩ、各コードワード
のブロードバンドＣＱＩ、および可能なＲＩ情報をフィードバックすることを意味する。
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【００５３】
　モード２－０は、タイプ３と、タイプ４と、タイプ１との組み合わせである。すなわち
、タイプ３、タイプ４、およびタイプ１として、フィードバックは、異なる周期および／
または異なるサブフレームオフセット量で行われる。これは、集合Ｓにおける最初のコー
ドワードのブロードバンドＣＱＩと、可能なＲＩ情報と、ＢＰのうちの好ましいサブ帯域
位置および該サブ帯域のＣＱＩ情報と、をフィードバックすることを意味する。
【００５４】
　モード２－１は、タイプ３と、タイプ２と、タイプ１との組み合わせである。すなわち
、タイプ３、タイプ２、およびタイプ１として、フィードバックは、異なる周期および／
または異なるサブフレームオフセット量で行われる。これは、集合Ｓにおけるブロードバ
ンドＰＭＩと、各コードワードのブロードバンドＣＱＩと、可能なＲＩ情報と、ＢＰのう
ちの好ましいサブ帯域位置および該サブ帯域のＣＱＩ情報と、をフィードバックすること
を意味する。
【００５５】
　ＭＩＭＯ伝送方式と、チャネル状態情報フィードバックのモードとの対応関係は、次に
示す。
【００５６】
　ＭＩＭＯ伝送方式（１）：モード１－０、モード２－０
　ＭＩＭＯ伝送方式（２）：モード１－０、モード２－０
　ＭＩＭＯ伝送方式（３）：モード１－０、モード２－０
　ＭＩＭＯ伝送方式（４）：モード１－１、モード２－１
　ＭＩＭＯ伝送方式（５）：モード１－１、モード２－１
　ＭＩＭＯ伝送方式（６）：モード１－１、モード２－１
　ＭＩＭＯ伝送方式（７）：モード１－０、モード２－０
　ＭＩＭＯ伝送方式（８）：モード１－１、モード２－１（ユーザ装置がＰＭＩ／ＲＩを
フィードバックする）、または、モード１－０、モード２－０（ユーザ装置がＰＭＩ／Ｒ
Ｉをフィードバックしない）
　ＬＴＥ－Ａシステムにおける単独発信地点の伝送方式では、ＣＱＩ、ＰＭＩおよびＲＩ
は、依然として主なフィードバック内容である。また、ユーザ装置のフィードバックモー
ドと、伝送方式（４）や（８）などに対応するフィードバックモードとを一致させ、且つ
新伝送方式（９）であるＭＩＭＯ動的切替え（すなわち、発信地点がユーザ装置の動作を
動的に調整できるＭＩＭＯ方式）、および伝送方式（１０）であるＣｏＭＰ伝送（すなわ
ち、多発信地点協働通信）をサポートするために、ＬＴＥ－Ａシステムでは、重点的にモ
ード１－１およびモード２－１に対し、発信地点に８つの発信アンテナが用いられる場合
の最適化が行われている。すなわち、ＰＭＩは、２つのチャネルプリコーディング行列指
示子であるＷ１およびＷ２の両方により決定される。Ｗ１は、ブロードバンド／ロングタ
イムというチャネル特性を表し、Ｗ２は、サブ帯域／ショートタイムというチャネル特性
を表す。ＰＵＣＣＨでＷ１およびＷ２を伝送する場合、モード１－１は、さらに２種類の
サブモード、すなわち、モード１－１のサブモード１およびモード１－１のサブモード２
に細分化することができる。なお、基礎であるモード２－１にも改良が施されている。
【００５７】
　新たに定義されたフィードバックモードをサポートするために、ＬＴＥ－Ａシステムで
は、新たに幾つかのフィードバックのタイプが定義されている。
【００５８】
　＜タイプ１ａ＞
　帯域パート（ＢＰ；Ｂａｎｄ　Ｐａｒｔ）のうちの好ましいサブ帯域位置、および該サ
ブ帯域のＣＱＩに関連しており、他のサブ帯域のＷ２が付加されている。前記帯域パート
は、通信スペクトルリソースの集合Ｓ内の１つのサブ集合であり、大きさが集合Ｓの大き
さにより決定される。サブ帯域位置のオーバーヘッドはＬビットである。ＣＱＩとＷ２と
の合計オーバーヘッドは、ＲＩ＝１の場合には８ビット、１＜ＲＩ＜５の場合には９ビッ
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ト、ＲＩ＞４の場合には７ビットである。
【００５９】
　＜タイプ２ａ＞
　Ｗ１に関連する。Ｗ１のオーバーヘッドは、ＲＩ＜３の場合には４ビット、２＜ＲＩ＜
８の場合には２ビット、ＲＩ＝８の場合には０ビットである。
【００６０】
　＜タイプ２ｂ＞
　ブロードバンドＷ２およびブロードバンドＣＱＩに関連する。ブロードバンドＷ２とブ
ロードバンドＣＱＩとの合計オーバーヘッドは、ＲＩ＝１の場合には８ビット、１＜ＲＩ
＜４の場合には１１ビット、ＲＩ＝４の場合には１０ビット、ＲＩ＞４の場合には７ビッ
トである。
【００６１】
　＜タイプ２ｃ＞
　ブロードバンドＣＱＩ、Ｗ１およびブロードバンドＷ２に関連する。ブロードバンドＣ
ＱＩと、Ｗ１と、ブロードバンドＷ２との合計オーバーヘッドは、ＲＩ＝１の場合には８
ビット、１＜ＲＩ＜４の場合には１１ビット、ＲＩ＝４の場合には９ビット、ＲＩ＞４の
場合には７ビットである。なお、フィードバックのオーバーヘッドを制御するために、こ
このＷ１およびブロードバンドＷ２の値のサンプリング集合は、Ｗ１およびブロードバン
ドＷ２のサンプリング可能な値の全集合に対してダウンサンプリング処理をした後のもの
（すなわち、前記全集合のサブ集合）である。
【００６２】
　＜タイプ５＞
　ＲＩおよびＷ１に関連する。ＲＩとＷＩとの合計オーバーヘッドは、アンテナが８つで
、且つ２層データ多重化を用いる場合には４ビットであり、アンテナが８つで、且つ４つ
/８層データ多重化を用いる場合には５ビットである。なお、フィードバックのオーバー
ヘッドを制御するために、ここのＷ１の値のサンプリング集合は、Ｗ１のサンプリング可
能な値の全集合に対してダウンサンプリング処理をした後のものである。
【００６３】
　＜タイプ６＞
　ＲＩおよびプリコーディングタイプ指示子（ＰＴＩ；Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｔｙｐｅ　
Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）に関連する。ＰＴＩのオーバーヘッドは、プリコーディングのタイ
プ情報を示す１ビットである。ＲＩとＰＴＩとの合計オーバーヘッドは、アンテナが８つ
で、且つ２層データ多重化を用いる場合には２ビットであり、アンテナが８つで、且つ４
層データ多重化を用いる場合には３ビットであり、アンテナが８つで、且つ８層データ多
重化を用いる場合には４ビットである。
【００６４】
　なお、本明細書において、単に「Ｗ１」および「Ｗ２」と記載する場合は、「ブロード
バンドＷ１」および「ブロードバンドＷ２」を意味する。「サブ帯域Ｗ２」について、言
及される際はその全称で記載する。
【００６５】
　モード１－１のサブモード１、モード１－１のサブモード２、および新モード２－１と
、原のフィードバックタイプおよび前記新タイプとの対応関係を以下に示す。
【００６６】
　モード１－１のサブモード１は、タイプ５とタイプ２ｂとの組み合わせである。すなわ
ち、タイプ５およびタイプ２ｂとして、フィードバックは、異なる周期および／または異
なるサブフレームオフセット量で行われる。
【００６７】
　モード１－１のサブモード２は、タイプ３とタイプ２／２ｃとの組み合わせである。伝
送方式が（４）または（８）である場合には、モード１－１のサブモード２は、タイプ３
およびタイプ２からなる。すなわち、タイプ３およびタイプ２として、フィードバックは
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、異なる周期および／または異なるサブフレームオフセット量で行われる。また、伝送方
式が（９）または（１０）である場合には、モード１－１のサブモード２は、タイプ３お
よびタイプ２ｃからなる。すなわち、タイプ３およびタイプ２ｃとして、フィードバック
は、異なる周期および／または異なるサブフレームオフセット量で行われる。
【００６８】
　新モード２－１は、伝送方式（９）または（１０）のみに対するモードであり、タイプ
６と、タイプ２ｂと、タイプ２ａ／１ａとの組み合わせである。タイプ６におけるＰＴＩ
が「０」である場合には、新モード２－１はタイプ６と、タイプ２ｂと、タイプ２ａとか
らなる。すなわち、タイプ６、タイプ２ｂおよびタイプ２ａとして、フィードバックは、
異なる周期および／または異なるサブフレームオフセット量で行われる。また、タイプ６
におけるＰＴＩが「１」である場合には、新モード２－１はタイプ６と、タイプ２ｂと、
タイプ１ａとからなる。すなわち、タイプ６、タイプ２ｂおよびタイプ１ａとして、フィ
ードバックは、異なる周期および／または異なるサブフレームオフセット量で行われる。
【００６９】
　ところで、２０１２年１１月に、アメリカのニューオーリンズ州で３ＧＰＰ組織による
ＴＳＧＲＡＮ　ＷＧ１＃７１会議が開催された。この会議の要録によると、チャネル状態
情報の１つのプロセス（ＣＳＩプロセス）の定義は、１つのチャネル状態情報参照信号リ
ソース（ＣＳＩ－ＲＳ－Ｒ）および１つの干渉測定リソース（ＩＭＲ）により決定される
とされている。すなわち、ＣＳＩプロセスの信号部分は、ＣＳＩ－ＲＳ－Ｒの測定結果に
より決定され、ＣＳＩプロセスの干渉部分は、ＩＭＲの測定結果により決定される。Ｃｏ
ＭＰ伝送においては、発信地点はユーザのために複数のＣＳＩプロセスを設定する。また
、或るＣＳＩプロセスのＲＩと、別のＣＳＩプロセスのＲＩとが一致するように設定して
もよい。具体的には、或るＣＳＩプロセスをＲＩ参照型プロセス（ＲＩ－ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ－ｐｒｏｃｅｓｓ）として定義すると、発信地点は、ＣｏＭＰ伝送が行われやすいよ
うに、ＲＩ参照型プロセスと同様のＲＩを継承または通知する別のＲＩ依存型ＣＳＩプロ
セス（ＲＩ－ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ－ｐｒｏｃｅｓｓ）を設定してもよい。特に、新モード
２－１では、ＲＩ参照型プロセスにおけるＲＩおよびＰＴＩの両方がＲＩ依存型プロセス
に継承される。また、新モード１－１のサブモード１では、ＲＩおよびＷ１が同時に通知
されるため、ＲＩ参照型プロセスおよびＲＩ依存型プロセスにおいてＲＩおよびＷ１を同
時間に通知する場合には、ＲＩ参照型プロセスにおけるＲＩおよびＰＴＩの両方がＲＩ依
存型プロセスに継承される。そして、ＲＩ参照型プロセスおよびＲＩ依存型プロセスにお
いてＲＩおよびＷ１を異なる時間に通知する場合には、ＲＩ参照型プロセスにおけるＲＩ
のみがＲＩ依存型プロセスに継承される。なお、プロセス間の継承の合理性を確保するた
めに、ＲＩ依存型プロセスとＲＩ参照型プロセスとは、フィードバックモードが一致しな
ければならず、アンテナのポート数も同様でなければならない。
【００７０】
　ＲＩ継承による技術的効果は、主に非相関ＪＴおよび周波数領域ＤＰＳ/ＤＰＢの実行
に利用される。これは、ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａシステムでは、ユーザ装置の１回分のデ
ータ伝送におけるＲＩを、周波数領域において同一に維持しなければならないためである
（非特許文献３を参照。３ＧＰＰ，Ｒ１－１２４６２５，「Ｒａｎｋ　ａｎｄ　Ｓｕｂｂ
ａｎｄ　Ｉｎｈｅｒｉｔａｎｃｅ　ｂｅｔｗｅｅｎ　ＣＳＩ　Ｐｒｏｃｅｓｓｅｓ」，Ｅ
ｒｉｃｓｓｏｎ（３ＧＰＰドキュメント，Ｎｏ．Ｒ１－１２４６２５，「ＣＳＩプロセス
間のランクおよびサブ帯域の継承」，エリクソン社））。
【００７１】
　将来の増強型４Ｇシステムは、相関ＪＴなどの伝送方法に関する研究、例えばチャネル
状態情報フィードバックの新設計、発信地点選択のアルゴリズム、プリコーディングおよ
びパワー分配のアルゴリズムなどの研究が必要になってくる。なお、発信地点間の相対チ
ャネル状態情報（例えば位相情報など）、または複数の発信地点の集積チャネル状態情報
（例えば集積ＣＱＩなど）は、相関ＪＴ伝送をサポートする主なフィードバック内容であ
る（非特許文献４を参照。３ＧＰＰ，Ｒ１－１２１３４９，「Ｃｏｍｐａｒｉｏｎ　ｂｅ
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ｔｗｅｅｎ　ｉｎｔｅｒ－ＣＳＩ－ＲＳ　ｃｏ－ｐｈａｓｅ　ａｎｄ　ａｇｇｒｅｇａｔ
ｅｄ　ＣＱＩ」，ＳＨＡＲＰ（３ＧＰＰドキュメント，Ｎｏ．Ｒ１－１２１３４９，「Ｃ
ＳＩ－ＲＳ間における位相情報および集積ＣＱＩの比較」，シャープ社））。また、相関
ＪＴをより良くサポートするためには、周波数領域におけるサブ帯域継承を考慮し、複数
の発信地点からの信号を、同一周波数において相関的に重畳させる必要がある。
【００７２】
　そのため、将来の増強型４Ｇシステムにおいては、現在のメカニズムとの互換性を持ち
、複数種のＣｏＭＰ伝送をサポートするフィードバック方法を如何に設計するかが、１つ
の重要な発明研究課題となる。
〔発明の内容〕
　本発明は、従来技術においてＪＴなどの伝送をサポートするチャネル状態情報フィード
バック方法が欠如しているという問題に対し、新しいチャネル状態情報フィードバック方
法およびユーザ装置を提供することを目的とする。
【００７３】
　上記の目的を実現するために、本発明の第１態様によれば、発信地点が設定した、マル
チアンテナ・多発信地点協働に参与するＣＳＩプロセス集合を、ユーザ装置が取得するス
テップと、発信地点がＣＳＩプロセス集合内のＣＳＩプロセスに対して設定したサブ帯域
（ＳＢ）継承を、ユーザ装置が取得するステップと、ユーザ装置が、ＣＳＩプロセスに対
する設定に基づいてＣＳＩを算出するステップと、ユーザ装置が、算出されたＣＳＩを発
信地点にフィードバックするステップと、を含むチャネル状態情報フィードバック方法を
提供する。
【００７４】
　好ましくは、本発明の第１態様に係る方法は、発信地点がＣＳＩプロセス集合内のＣＳ
Ｉプロセスに対して設定したランク指示子（ＲＩ）継承をユーザ装置が取得するステップ
をさらに含む。
【００７５】
　好ましくは、ＣＳＩプロセスがＳＢ依存型プロセスとして設定される場合には、当該Ｃ
ＳＩプロセスは、ＳＢ参照型プロセスと同様のＳＢを継承し、ＣＳＩプロセスがＲＩ依存
型プロセスとして設定される場合には、当該ＣＳＩプロセスは、ＲＩ参照型プロセスと同
様のＲＩを継承する。
【００７６】
　好ましくは、非多地点協調（ＣｏＭＰ）による伝送をサポートするためのＣＳＩプロセ
スに対しては、いかなる継承も設定しない。非相関連合発信（ＪＴ）による伝送、および
周波数領域における動的発信地点選択／動的発信地点空白化（ＤＰＳ／ＤＰＢ）による伝
送をサポートするためのＣＳＩプロセスに対しては、ＲＩ継承を設定し、ＳＢ継承を設定
しない。独立型多地点伝送をサポートするためのＣＳＩプロセスに対しては、ＲＩ継承を
設定せず、ＳＢ継承を設定する。および／または、相関ＪＩによる伝送をサポートするた
めのＣＳＩプロセスに対しては、ＲＩ継承およびＳＢ継承を設定する。
【００７７】
　好ましくは、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにおいてＳＢ情報および他
のＣＳＩを同時間に通知する必要がある場合には、ユーザ装置は、ＳＢ参照型プロセスに
関するＣＳＩのみを算出し通知する。
【００７８】
　好ましくは、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにおいてＳＢ情報および他
のＣＳＩを異なる時間に通知する必要がある場合には、ＳＢ依存型プロセスに関する通知
情報の算出は、直近に継承されたＳＢ情報に基づいて行われる。
【００７９】
　好ましくは、ＳＢ参照型プロセスおよび対応のＳＢ依存型プロセスによるＪＴ伝送を想
定し、ＳＢ参照型プロセスのＳＢ選択を算出する。
【００８０】
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　好ましくは、ＳＢ依存型プロセスとして設定され、ＲＩ依存型プロセスとして設定され
ていないＣＳＩプロセスに対して、新モード２－１における新フィードバックタイプ１ａ
を形成し、ＳＢ参照型プロセスから継承されるサブ帯域位置をフィードバックしない。
【００８１】
　好ましくは、サブ帯域チャネル品質指示子（ＣＱＩ）が、ユーザ装置が干渉を除去した
後のＣＱＩであり、ユーザ装置が干渉を除去する順番は、固定の順番、または発信地点が
ＲＲＣまたはＭＡＣシグナリングを用いてユーザ装置へ設定した順番である。
【００８２】
　選択可能な形態として、ＳＢ依存型プロセスにおけるサブ帯域ＣＱＩの数と、ＳＢ参照
型プロセスにおけるサブ帯域ＣＱＩの数とは異なる。
【００８３】
　好ましくは、ＳＢ依存型プロセスおよびＲＩ参照型プロセスとして設定されたＣＳＩプ
ロセスに対し、新モード２－１における新フィードバックタイプ１ａを形成し、ＳＢ参照
型プロセスから継承されるサブ帯域位置をフィードバックし、またはフィードバックしな
い。
【００８４】
　選択可能な形態として、新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、Ｓ
Ｂ参照型プロセスにおけるサブ帯域位置と同様のサブ帯域位置、サブ帯域Ｗ２、およびサ
ブ帯域ＣＱＩが含まれる。
【００８５】
　選択可能な形態として、新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、Ｓ
Ｂ参照型プロセスにおけるサブ帯域位置と同様のサブ帯域位置、サブ帯域Ｗ２、および集
積ＣＱＩが含まれる。
【００８６】
　選択可能な形態として、新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、サ
ブ帯域Ｗ２およびサブ帯域ＣＱＩのみが含まれ、前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域位
置は、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ帯域位置と同様であり、フィードバックされない
。
【００８７】
　選択可能な形態として、新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、サ
ブ帯域Ｗ２、ＳＢ依存型プロセスとＳＢ参照型プロセスとの相対位相情報、および集積Ｃ
ＱＩが含まれ、前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域位置は、ＳＢ参照型プロセスにおけ
るサブ帯域位置と同様であり、フィードバックされない。
【００８８】
　選択可能な形態として、新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、サ
ブ帯域Ｗ２、ＳＢ依存型プロセスとＳＢ参照型プロセスとの相対位相情報、およびサブ帯
域ＣＱＩが含まれ、前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域位置は、ＳＢ参照型プロセスに
おけるサブ帯域位置と同様であり、フィードバックされない。
【００８９】
　選択可能な形態として、新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、サ
ブ帯域Ｗ２、サブ帯域ＣＱＩおよび集積ＣＱＩが含まれ、前記ＣＳＩプロセスにおけるサ
ブ帯域位置は、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ帯域位置と同様であり、フィードバック
されない。また、好ましくは、前記集積ＣＱＩと前記サブ帯域ＣＱＩとの差分エンコード
を行う。
【００９０】
　選択可能な形態として、新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、サ
ブ帯域Ｗ２および集積ＣＱＩが含まれ、前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域位置は、Ｓ
Ｂ参照型プロセスにおけるサブ帯域位置と同様であり、フィードバックされない。
【００９１】
　選択可能な形態として、新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、増
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強されたサブ帯域Ｗ２および集積ＣＱＩが含まれ、前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ帯域
位置は、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ帯域位置と同様であり、フィードバックされな
い。
【００９２】
　選択可能な形態として、新フィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、増
強されたサブ帯域Ｗ２およびサブ帯域ＣＱＩが含まれ、前記ＣＳＩプロセスにおけるサブ
帯域位置は、ＳＢ参照型プロセスにおけるサブ帯域位置と同様であり、フィードバックさ
れない。
【００９３】
　選択可能な形態として、新フィードバックタイプ１ａは、予め設定されているタイプ、
または、発射地点が、複数のタイプ様式からなるサブ集合の中から選択し、ＲＲＣまたは
ＭＡＣシグナリングを用いてユーザ装置へ設定したタイプである。
【００９４】
　選択可能な形態として、前記相対位相情報は、１つまたは複数の位相値である。
【００９５】
　選択可能な形態として、前記集積ＣＱＩには、マルチデータストリームのＪＴ伝送をサ
ポートするために、複数のＣＱＩ値が含まれる。
【００９６】
　好ましくは、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスによるＪＴ伝送を想定し、
集積ＣＱＩを算出する。
【００９７】
　本発明の第２態様によれば、発信地点が設定した、マルチアンテナ・多発信地点協働に
参与するＣＳＩプロセス集合を取得するＣＳＩプロセス集合取得ユニットと、発信地点が
ＣＳＩプロセス集合内のＣＳＩプロセスに対して設定したサブ帯域（ＳＢ）継承を取得す
る継承設定取得ユニットと、ＣＳＩプロセスに対する設定に基づいてＣＳＩを算出するＣ
ＳＩ算出ユニットと、算出されたＣＳＩを発信地点にフィードバックするＣＳＩフィード
バックユニットとを含むユーザ装置を提供する。
【００９８】
　好ましくは、前記継承設定取得ユニットは、さらに、発信地点がＣＳＩプロセス集合内
のＣＳＩプロセスに対して設定したランク指示子（ＲＩ）継承を取得する。
【００９９】
　好ましくは、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにおいてＳＢ情報および他
のＣＳＩを同時間に通知する必要がある場合には、前記ＣＳＩ算出ユニットは、ＳＢ参照
型プロセスに関するＣＳＩのみを算出する。
【０１００】
　好ましくは、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにおいてＳＢ情報および他
のＣＳＩを異なる時間に通知する必要がある場合には、前記ＣＳＩ算出ユニットは、直近
に継承されたＳＢ情報に基づいて、ＳＢ依存型プロセスに関する通知情報を算出する。
【０１０１】
　好ましくは、前記ＣＳＩ算出ユニットは、ＳＢ参照型プロセスおよび対応のＳＢ依存型
プロセスによるＪＴ伝送を想定し、ＳＢ参照型プロセスのＳＢ選択を算出する。
【０１０２】
　好ましくは、ＳＢ依存型プロセスとして設定され、ＲＩ依存型プロセスとして設定され
ていないＣＳＩプロセスに対し、前記ＣＳＩフィードバックユニットは、新モード２－１
における新フィードバックタイプ１ａを採用してフィードバックを行い、前記新フィード
バックタイプ１ａでのフィードバック内容には、ＳＢ参照型プロセスから継承されるサブ
帯域位置が含まれない。
【０１０３】
　好ましくは、ＳＢ依存型プロセスおよびＲＩ参照型プロセスとして設定されたＣＳＩプ
ロセスに対し、前記ＣＳＩフィードバックユニットは、新モード２－１における新フィー
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ドバックタイプ１ａを採用してフィードバックを行い、前記新フィードバックタイプ１ａ
でのフィードバック内容には、ＳＢ参照型プロセスから継承されるサブ帯域位置が含まれ
、または含まれない。
【０１０４】
　好ましくは、前記ＣＳＩ算出ユニットは、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセ
スによるＪＴ伝送を想定し、集積ＣＱＩを算出する。
【０１０５】
　本発明に係るチャネル状態情報フィードバック方法およびユーザ装置によれば、システ
ムのスループットが大きく、実現が簡単であり、シグナリングのオーバーヘッドが少ない
という優れた点を有する。
〔具体的な実施形態〕
　以下は、本発明の好ましい実施例を図面に基づいて詳細に説明する。なお、以下の説明
では、本発明の理解が混同されないように、本発明に必須でない細部および機能の説明を
省略する。
【０１０６】
　本発明を実現するステップを明確、詳細に説明するために、以下は、下りＬＴＥ－Ａセ
ルラ通信システムに適用される本発明の具体的な実施列を示す。なお、本発明は、実施例
に記載される適用に限定されるものではなく、他の通信システム、例えば今後の５Ｇシス
テムにも適用可能である。また、本明細書に言及されるフィードバックモードおよびフィ
ードバックタイプの称呼は、他の通信システムと対応するように変更し得る。
【０１０７】
　図５は、多セル型セルラ通信システムを示す模式図である。セルラシステムでは、その
サービスのカバーエリアが、互いに隣接する無線カバー区域、すなわちセルとして分割さ
れている。図５には、セルは正六角形として示され、サービスエリア全体はセル１００～
１０４から組み合わさったものとなる。セル１００～１０４に関連する発信地点２００～
２０４のそれぞれは、本分野で公知されているように、少なくとも１つの発信機および１
つの受信機を含む。なお、前記発信地点の最も基本的な定義範疇は、セル内のサービスノ
ードであり、例えばリソースのスケジューリング機能を有する独立の基地局、または独立
の基地局に属している発信ノード、または中継ノード（通常では、セルのカバー範囲をさ
らに拡大するために設置される）等であってもよい。また、背景技術の説明、および後述
実施例の記載のように、発信地点は、前記サービスノードのポートの各種の組み合わせで
あってもよい。図５では、発信地点２００～２０４は、セル１００～１０４の某領域に配
置され、且つ全方向性アンテナが設けられているように模式的に図示されている。しかし
、セルラ通信システムのセルのレイアウトにおいては、セル１００～１０４のセクタと呼
ばれる局部領域を指向的にカバーする指向性アンテナを、発信地点２００～２０４に配置
してもよい。したがって、図５に示す多セル型セルラ通信システムは、あくまでも模式的
なものであり、セルラシステムにおいて本発明を実施するのに上記のような制限的な特定
条件が必要であるということを意味するものではない。
【０１０８】
　図５の発信地点２００～２０４は、Ｘ２インターフェース３００～３０４を介して互い
に接続する。なお、ＬＴＥ－Ａシステムでは、発信地点、無線ネットワーク制御ユニット
およびコアネットワークからなる３重ノード型ネットワーク構造が、２重ノード構造に簡
略化されている。うちの無線ネットワーク制御ユニットの機能は、発信地点へ割り当てら
れ、発信地点同士が「Ｘ２」と呼ばれる有線インターフェースを介して協調および通信を
行う。
【０１０９】
　図５において、発信地点２００～２０４の間には、互いに接続された空間的インターフ
ェースである「Ａ１インターフェース」３１０～３１４が存在する。将来の通信システム
には、互いに無線インターフェースを介して接続される中継ノードの概念が導入される可
能性がある。また、発信地点も一種の特殊な中継ノードであると考えられる。そのため、
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今後は、発信地点同士の間に、協調および通信を行うための「Ａ１」と呼ばれる無線イン
ターフェースが存在するようになるかもしれない。
【０１１０】
　図５に示すように、発信地点２００～２０４の上層実体部２２０（ゲートウェイであっ
てもよく、モバイル管理の実体部などの別のネットワーク実体部であってもよい）は、Ｓ
１インターフェース３２０～３２４を介して発信地点２００～２０４と接続する。なお、
ＬＴＥ－Ａシステムでは、上層実体部と発信地点とは、「Ｓ１」と呼ばれる有線インター
フェースを介して協調および通信を行う。
【０１１１】
　図５のように、セル１００～１０４内に複数のユーザ装置４００～４０３が散在してい
る。ユーザ装置４００～４３０の各々には、本分野で公知されているように、発信機、受
信機およびモバイル端末制御ユニットが含まれている。ユーザ装置４００～４３０は、自
機にサービスを提供するサービス発信地点（発信地点２００～２０４のうちのいずれか）
を介して、セルラ通信システムへアクセスする。なお、図５には１６個のユーザ装置が模
式的に示されているが、実際にはユーザ装置の数量が非常に膨大であることは理解できる
。この意味では、図５に示すユーザ装置は、あくまでも例示が目的である。ユーザ装置４
００～４３０は、自機にサービスを提供する発信地点２００～２０４を介してセルラ通信
システムへアクセスする。ユーザ装置に直接に通信サービスを提供する発信地点を該ユー
ザ装置のサービス発信地点と称し、他の発信地点を該ユーザ装置の非サービス発信地点と
称する。非サービス発信地点は、サービス発信地点の協働発信地点として、共同でユーザ
装置に通信サービスを提供してもよい。
【０１１２】
　本実施例の説明にあたり、ユーザ装置４１６を多発信地点協働モード下で動作するもの
とし、そのサービス発信地点を発信地点２０２とし、その非サービス発信地点を発信地点
２００および２０４とする。なお、本実施例では、ユーザ装置４１６を重点的に考えるが
、本発明が１つのユーザ装置にしか適用できないことを意味するものではない。実際には
、本発明は複数のユーザ装置の場合に問題なく適用可能であり、例えば図５のようなユー
ザ装置４０８、４１０、４３０等の場合でも、本発明の方法を用いることができる。勿論
、実施場面においてサービス発信地点を１つとし、非サービス発信地点を２つとする場合
も、本発明にこのような限定条件が必須であることを意味するものではなく、サービス発
信地点および非サービス発信地点の数量は特に限定されない。
【０１１３】
　図６は本発明に係る方法のフローチャート図である。以下、図６に基づいて本発明の実
施過程を説明する。なお、本実施例の説明にあたり、下記の多発信地点協働の場面を想定
する。
【０１１４】
　＜実施例における場面＞
　ユーザ装置４１６を多発信地点協働モード下で動作するものとし、そのサービス発信地
点を発信地点２０２とし、その非サービス発信地点を発信地点２００および２０４とする
。ユーザ装置４１６は、シングルアンテナまたはマルチアンテナを有する装置である。
【０１１５】
　ステップＳ６００において、ユーザ装置が、発信地点が設定した、マルチアンテナ・多
発信地点協働に参与するＣＳＩプロセス集合を取得する。
【０１１６】
　該ステップでは、通常、ユーザ装置は、マルチアンテナ・多発信地点協働に参与するＣ
ＳＩプロセス集合を、サービス発信地点または他の発信地点から取得する必要がある。該
ステップの限定的でない実施形態として、ユーザ装置（例えばユーザ装置４１６）は、サ
ービス発信地点（例えばサービス発信地点２０２）に対し、ユーザ装置から隣接発信地点
までのルートの損失情報を周期的に通知する。また、サービス発信地点は、対応の通知か
らユーザ装置の地理的位置を推測し、この地理的位置に基づき、マルチアンテナ・多発信
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地点協働に参与するＣＳＩプロセス集合を特定し、そして、例えば無線リソース制御（Ｒ
ＲＣ；Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）などの上層シグナリング、また
はメディアアクセス制御（ＭＡＣ；Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）などの
層シグナリングを用いて、ユーザ装置のためにＣＳＩプロセス集合を準静的（ｓｅｍｉ　
ｓｔａｔｉｃ）に設定することができる。以下は、発信地点の集合に２つまたは３つのＣ
ＳＩプロセスが含まれる場合について、ＣＳＩプロセス集合の非限定的な３つの例を挙げ
る。
【０１１７】
　＜例１（ａ）＞
　サービス発信地点２０２がユーザ装置４１６のために設定するＣＳＩプロセス集合に、
２つのＣＳＩプロセスが含まれている。この２つのＣＳＩプロセスとしては、（１）発信
地点２０２のポート０～７で計８つのポートのＣＳＩ－ＲＳ－Ｒと、発信地点２０２以外
の信号強度を測定するためのＩＭＲとに基づくＣＳＩプロセス＃１、および、（２）発信
地点２００のポート０～７で計８つのポートのＣＳＩ－ＲＳ－Ｒと、発信地点２００以外
の信号強度を測定するためのＩＭＲとに基づくＣＳＩプロセス＃２であってもよい。
【０１１８】
　＜例１（ｂ）＞
　サービス発信地点２０２がユーザ装置４１６のために設定するＣＳＩプロセス集合に、
３つのＣＳＩプロセスが含まれている。この３つのＣＳＩプロセスとしては、（１）発信
地点２０２のポート０～７で計８つのポートのＣＳＩ－ＲＳ－Ｒと、発信地点２０２以外
の信号強度を測定するためのＩＭＲとに基づくＣＳＩプロセス＃１、および、（２）発信
地点２００のポート０～７で計８つのポートのＣＳＩ－ＲＳ－Ｒと、発信地点２００以外
の信号強度を測定するためのＩＭＲとに基づくＣＳＩプロセス＃２、および、（３）発信
地点２０４のポート０～７で計８つのポートのＣＳＩ－ＲＳ－Ｒと、発信地点２０４以外
の信号強度を測定するためのＩＭＲとに基づくＣＳＩプロセス＃３であってもよい。
【０１１９】
　＜例１（ｃ）＞
　サービス発信地点２０２がユーザ装置４１６のために設定するＣＳＩプロセス集合に、
３つのＣＳＩプロセスが含まれている。この３つのＣＳＩプロセスとしては、（１）発信
地点２０２のポート０～７で計８つのポートのＣＳＩ－ＲＳ－Ｒと、発信地点２０２以外
の信号強度を測定するためのＩＭＲとに基づくＣＳＩプロセス＃１、および、（２）発信
地点２００のポート０～７で計８つのポートのＣＳＩ－ＲＳ－Ｒと、発信地点２００以外
の信号強度を測定するためのＩＭＲとに基づくＣＳＩプロセス＃２、および、（３）発信
地点２００のポート０～７で計８つのポートのＣＳＩ－ＲＳ－Ｒと、発信地点２００およ
び２０２以外の信号強度を測定するためのＩＭＲとに基づくＣＳＩプロセス＃３であって
もよい。
【０１２０】
　ステップＳ６０２において、ユーザ装置が、発信地点がＣＳＩプロセス集合内のＣＳＩ
プロセスに対して設定したＳＢ継承および可能なＲＩ継承を取得する。
【０１２１】
　該ステップでは、ユーザ装置は、サービス発信地点または他の発信地点がＲＲＣまたは
ＭＡＣシグナリングを用いてユーザ装置のＣＳＩプロセス集合内のそれぞれのＣＳＩプロ
セスに設定したサブ帯域継承および可能なＲＩ継承を取得する。
【０１２２】
　好ましくは、或るＣＳＩプロセスのＳＢを、別のＣＳＩプロセスのＳＢと一致するよう
に設定してもよい。具体的には、或るＣＳＩプロセスをＳＢ参照型プロセスとして定義し
、発信地点が、ＳＢ参照型プロセスと同様のＳＢを継承する別のＳＢ依存型ＣＳＩプロセ
スを設定してもよい。
【０１２３】
　好ましくは、或るＣＳＩプロセスに対し、いかなる継承も設定しない。これにより、当
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該ＣＳＩプロセスは、主に、非ＣｏＭＰによる伝送のサポートに用いられる。
【０１２４】
　好ましくは、或るＣＳＩプロセスに対し、ＲＩ継承を設定してサブ帯域継承を設定しな
い。これにより、当該ＣＳＩプロセスは、主に、非相関ＪＴによる伝送、および周波数領
域におけるＤＰＳ／ＤＰＢによる伝送のサポートに用いられる。
【０１２５】
　好ましくは、或るＣＳＩプロセスに対し、ＲＩ継承を設定せず、サブ帯域継承を設定す
る。これにより、当該ＣＳＩプロセスは、主に独立型多地点伝送のサポートに用いられる
。なお、独立型多地点伝送とは、ＣｏＭＰ技術の一種であり、異なるデータを複数の地点
が伝送し、畳み込まれたデータパケットをユーザ装置の新鋭受信機が復調する方法である
。この方法によれば、１ユーザあたりのスループットを向上させることができる。
【０１２６】
　好ましくは、或るＣＳＩプロセスに対してＲＩ継承およびサブ帯域継承を設定する。こ
れにより、当該ＣＳＩプロセスは、主に、相関ＪＴによる伝送のサポートに用いられる。
【０１２７】
　以下は、発信地点の集合に２つまたは３つのＣＳＩプロセスが含まれる場合について、
ＲＩ継承およびサブ帯域継承を設定する非限定的な４つの例を挙げる。
【０１２８】
　＜例２（ａ）＞
　サービス発信地点２０２がユーザ装置４１６のために設定するＣＳＩプロセス集合に、
２つのＣＳＩプロセスが含まれている。ＣＳＩプロセス＃１に対しては、いかなる継承も
設定しない。ＣＳＩプロセス＃２に対しては、ＣＳＩプロセス＃１に関するＲＩ継承を設
定する。これにより、ＣＳＩプロセス＃１は、ＣＳＩプロセス＃２に係るＲＩ参照型プロ
セスとなり、ＣＳＩプロセス＃２は、ＣＳＩプロセス＃１に係るＲＩ依存型プロセスとな
る。
【０１２９】
　＜例２（ｂ）＞
　サービス発信地点２０２がユーザ装置４１６のために設定するＣＳＩプロセス集合に、
３つのＣＳＩプロセスが含まれている。ＣＳＩプロセス＃１に対しては、いかなる継承も
設定しない。ＣＳＩプロセス＃２に対しては、ＣＳＩプロセス＃１に関するＲＩ継承およ
びサブ帯域継承を設定する。これにより、ＣＳＩプロセス＃１は、ＣＳＩプロセス＃２に
係るＲＩ参照型プロセスおよびＳＢ参照型プロセスとなり、ＣＳＩプロセス＃２は、ＣＳ
Ｉプロセス＃１に係るＲＩ依存型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスとなる。そして、Ｃ
ＳＩプロセス＃３に対しては、ＣＳＩプロセス＃１に関するＲＩ継承およびサブ帯域継承
を設定する。これにより、ＣＳＩプロセス＃１は、ＣＳＩプロセス＃３に係るＲＩ参照型
プロセスおよびＳＢ参照型プロセスとなり、ＣＳＩプロセス＃３は、ＣＳＩプロセス＃１
に係るＲＩ依存型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスとなる。
【０１３０】
　＜例２（ｃ）＞
　サービス発信地点２０２がユーザ装置４１６のために設定するＣＳＩプロセス集合に、
３つのＣＳＩプロセスが含まれている。ＣＳＩプロセス＃１に対しては、いかなる継承も
設定しない。ＣＳＩプロセス＃２に対しては、ＣＳＩプロセス＃１に関するＲＩ継承およ
びサブ帯域継承を設定する。これにより、ＣＳＩプロセス＃１は、ＣＳＩプロセス＃２に
係るＲＩ参照型プロセスおよびＳＢ参照型プロセスとなり、ＣＳＩプロセス＃２は、ＣＳ
Ｉプロセス＃１に係るＲＩ依存型プロセスおよびＳＢ依存型プロセス（サブ帯域依存型プ
ロセス）となる。そして、ＣＳＩプロセス＃３に対しては、ＣＳＩプロセス＃１に関する
サブ帯域継承を設定する。これにより、ＣＳＩプロセス＃１は、ＣＳＩプロセス＃３に係
るＳＢ参照型プロセスとなり、ＣＳＩプロセス＃３は、ＣＳＩプロセス＃１に係るＳＢ依
存型プロセスとなる。
【０１３１】
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　＜例２（ｄ）＞
　サービス発信地点２０２がユーザ装置４１６のために設定するＣＳＩプロセス集合に、
３つのＣＳＩプロセスが含まれている。ＣＳＩプロセス＃１に対しては、いかなる継承も
設定しない。ＣＳＩプロセス＃２に対しては、いかなる継承も設定しない。そして、ＣＳ
Ｉプロセス＃３に対しては、ＣＳＩプロセス＃２に関するサブ帯域継承を設定する。これ
により、ＣＳＩプロセス＃２は、ＣＳＩプロセス＃３に係るＳＢ参照型プロセスとなり、
ＣＳＩプロセス＃３は、ＣＳＩプロセス＃２に係るＳＢ依存型プロセスとなる。
【０１３２】
　ステップＳ６０４において、ユーザ装置が、ＣＳＩプロセスの設定に基づき、チャネル
状態情報を算出する。
【０１３３】
　好ましくは、新モード２－１下で、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにお
いてＳＢ情報および他のチャネル状態情報を同時間に通知する必要がある場合には、ユー
ザ装置は、ＳＢ参照型プロセスに関するチャネル状態情報のみを算出し通知する。
【０１３４】
　好ましくは、新モード２－１下で、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにお
いてＳＢ情報および他のチャネル状態情報を異なる時間に通知する必要がある場合には、
ＳＢ依存型プロセスに関する通知情報の算出は、直近に継承されたＳＢ情報に基づいて行
われる。
【０１３５】
　好ましくは、新モード２－１下で、ＳＢ参照型プロセスのＳＢ選択の算出は、ＳＢ参照
型プロセスおよび対応のＳＢ依存型プロセスによるＪＴ伝送の想定に基づいて、行われる
。
【０１３６】
　ステップＳ６０６において、ユーザ装置が、チャネル状態情報を発信地点にフィードバ
ックする。
【０１３７】
　以下は、チャネル状態情報のフィードバックモードの幾つかの例を具体的に説明する。
【０１３８】
　＜例３（ａ）＞
　ユーザ装置４１６に対して設定されるＣＳＩプロセス集合に２つのＣＳＩプロセスが含
まれると想定する。ＣＳＩプロセス＃１に対しては、いかなる継承も設定しない。ＣＳＩ
プロセス＃２に対しては、ＣＳＩプロセス＃１に関するＳＢ継承を設定する。これにより
、ＣＳＩプロセス＃１は、ＣＳＩプロセス＃２に係るＳＢ参照型プロセスとなり、ＣＳＩ
プロセス＃２は、ＣＳＩプロセス＃１に係るＳＢ依存型プロセスとなる。ＣＳＩプロセス
＃１でのフィードバックとしては、従来のシステムにおけるフィードバック設計を変更せ
ずにそのまま用いる。ＣＳＩプロセス＃２でのフィードバックとしては、本発明は下記の
方法を提供する。
【０１３９】
　ＲＩ継承の処理が存在しないため、タイプ６のフィードバックは変更しない。
【０１４０】
　分岐（１）：ＰＴＩ＝０の場合、タイプ２ａおよびタイプ２ｂについて考える。ＲＩ継
承の処理がないため、タイプ２ａおよびタイプ２ｂのフィードバックは変更しない。
【０１４１】
　分岐（２）：ＰＴＩ＝１の場合、タイプ２ａおよびタイプ１ａについて考える。ＲＩ継
承の処理がないため、タイプ２ｂのフィードバックは変更しない。
【０１４２】
　新モード２－１の第３要素であるタイプ１ａでは、サブ帯域位置は、ＣＳＩプロセス＃
１におけるサブ帯域位置を継承しているため、フィードバックされなくてもよい。これに
より新タイプ１ａを形成する。なお、サブ帯域ＣＱＩは、ユーザ装置が干渉を除去した後
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のＣＱＩであることが望ましい。また、ユーザ装置が干渉を除去する順番は、例えばＳＢ
参照型プロセスを優先とし、ＳＢ依存型プロセスを次とする固定の順番であってもよく、
発信地点がＲＲＣまたはＭＡＣを用いて設定してもよい。さらに、ＲＩ継承の処理が存在
しないため、ＣＳＩプロセス＃２におけるサブ帯域ＣＱＩの数と、ＣＳＩプロセス＃１に
おけるサブ帯域ＣＱＩの数とが異なってもよい。
【０１４３】
　＜例３（ｂ）＞
　ユーザ装置４１６に対して設定されるＣＳＩプロセス集合に３つのＣＳＩプロセスが含
まれると想定する。ＣＳＩプロセス＃１に対しては、いかなる継承も設定しない。ＣＳＩ
プロセス＃２に対しては、ＣＳＩプロセス＃１に関するＲＩ継承およびサブ帯域継承を設
定する。ＣＳＩプロセス＃３に対しても、ＣＳＩプロセス＃１に関するＲＩ継承およびサ
ブ帯域継承を設定する。そして、ＣＳＩプロセス＃１でのフィードバックとしては、従来
のシステムにおけるフィードバック設計を変更せずにそのまま用いる。ＣＳＩプロセス＃
２または＃３でのフィードバックとしては、本発明は下記の方法を提供する。
【０１４４】
　ＲＩ継承の処理が存在するため、タイプ６のフィードバックは従来のシステム設計を援
用する。すなわち、ＣＳＩプロセス＃１のＲＩおよびＰＴＩの両方が、ＣＳＩプロセス＃
２または＃３へ継承される。
【０１４５】
　分岐（１）：ＰＴＩ＝０の場合、タイプ２ａおよびタイプ２ｂについて考える。サブ帯
域継承の処理に関与していないため、タイプ２ａおよびタイプ２ｂのフィードバックは変
更しない。
【０１４６】
　分岐（２）：ＰＴＩ＝１の場合、タイプ２ａおよびタイプ１ａについて考える。サブ帯
域継承の処理に関与していないため、タイプ２ｂのフィードバックは変更しない。
【０１４７】
　新モード２－１の第３要素であるタイプ１ａでは、サブ帯域位置は、ＣＳＩプロセス＃
１におけるサブ帯域位置を継承しているため、フィードバックされなくても、フィードバ
ックされてもよい。これにより、ＪＴによる伝送をサポートする新タイプ１ａを形成する
。
【０１４８】
　新タイプ１ａは、次のような９通りの設計であってもよい。
【０１４９】
　（ｉ）新タイプ１ａでのフィードバック内容は、従来の設計と同様で、すなわちサブ帯
域位置、サブ帯域Ｗ２およびサブ帯域ＣＱＩである。但し、サブ帯域位置が、ＣＳＩプロ
セス＃１におけるサブ帯域位置と同様でなければならない。
【０１５０】
　（ｉｉ）新タイプ１ａに、サブ帯域位置、サブ帯域Ｗ２および集積ＣＱＩが含まれる。
但し、サブ帯域位置が、ＣＳＩプロセス＃１におけるサブ帯域位置と同様でなければなら
ない。
【０１５１】
　（ｉｉｉ）新タイプ１ａに、サブ帯域Ｗ２およびサブ帯域ＣＱＩのみが含まれる。その
サブ帯域位置は、ＣＳＩプロセス＃１におけるサブ帯域位置と同様であり、フィードバッ
クされる必要がない。
【０１５２】
　（ｉｖ）新タイプ１ａに、サブ帯域Ｗ２、ＣＳＩプロセス＃２または＃３とＣＳＩプロ
セス＃１との相対位相情報、および集積ＣＱＩが含まれる。そのサブ帯域位置は、ＣＳＩ
プロセス＃１におけるサブ帯域位置と同様であり、フィードバックされる必要がない。
【０１５３】
　（ｖ）新タイプ１ａに、サブ帯域Ｗ２、ＣＳＩプロセス＃２または＃３とＣＳＩプロセ
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ス＃１との相対位相情報、およびサブ帯域ＣＱＩが含まれる。そのサブ帯域位置は、ＣＳ
Ｉプロセス＃１におけるサブ帯域位置と同様であり、フィードバックされる必要がない。
【０１５４】
　（ｖｉ）新タイプ１ａに、サブ帯域Ｗ２、サブ帯域ＣＱＩおよび集積ＣＱＩが含まれる
。そのサブ帯域位置は、ＣＳＩプロセス＃１におけるサブ帯域位置と同様であり、フィー
ドバックされる必要がない。また、フィードバックのオーバーヘッドを低減させるために
、集積ＣＱＩとサブ帯域ＣＱＩとの差分エンコードを行い、すなわち、実際の集積ＣＱＩ
からサブ帯域ＣＱＩを差し引いたものを集積ＣＱＩとしてフィードバックしてもよい。
【０１５５】
　（ｖｉｉ）新タイプ１ａに、サブ帯域Ｗ２および集積ＣＱＩが含まれる。そのサブ帯域
位置は、ＣＳＩプロセス＃１におけるサブ帯域位置と同様であり、フィードバックされる
必要がない。
【０１５６】
　（ｖｉｉｉ）新タイプ１ａに、増強されたサブ帯域Ｗ２、および集積ＣＱＩが含まれる
。そのサブ帯域位置は、ＣＳＩプロセス＃１におけるサブ帯域位置と同様であり、フィー
ドバックされる必要がない。なお、増強されたサブ帯域Ｗ２とは、さらに精度よく量子化
されたサブ帯域Ｗ２を指す。
【０１５７】
　（ｉｘ）新タイプ１ａに、増強されたサブ帯域Ｗ２、およびサブ帯域ＣＱＩが含まれる
。そのサブ帯域位置は、ＣＳＩプロセス＃１におけるサブ帯域位置と同様であり、フィー
ドバックされる必要がない。なお、増強されたサブ帯域Ｗ２とは、さらに精度よく量子化
されたサブ帯域Ｗ２を指す。
【０１５８】
　上述の９通りの設計を図８に具体的に示す。上述の９通りの設計のうちの１つを、新タ
イプ１ａとして選択することできる。また、発信地点がＲＲＣまたはＭＡＣシグナリング
を用いて、９通りの設計のサブ集合の中から、１つの設計をユーザ装置の新タイプ１ａと
して選択してもよい。例えば、設計（ｉ）、（ｉｉ）および（ｉｉｉ）をユーザ装置４１
６の設計のサブ集合とし、発信地点２０２がＲＲＣシグナリングを用いて、設計（ｉｉ）
をユーザ装置４１６の新タイプ１ａとしてユーザ装置４１６へ設定してもよい。
【０１５９】
　なお、相対位相情報とは、１つまたは複数の位相値を指す。また、前記集積ＣＱＩには
、マルチデータストリームのＪＴ伝送をサポートするために、複数のＣＱＩ値が含まれて
もよい。さらに、集積ＣＱＩの算出は、ＣＳＩプロセス＃１、およびＣＳＩプロセス＃２
または＃３によるＪＴ伝送の想定に基づいて、行われる。
【０１６０】
　また、前記の例示では、便宜上、協働発信地点の集合に２つまたは３つの発信地点が含
まれる場合のフィードバック形式を説明したが、当業者は、本発明の教示に基づき、上述
したフィードバック形式を、協働発信地点の集合にさらに多くの発信地点が含まれる場合
に適用することが可能である。
【０１６１】
　前記チャネル状態情報のフィードバックを実現するために、本発明はさらにユーザ装置
７００を提供する。図７は、本発明に係るユーザ装置の構成を模式的に示すブロック図で
ある。
【０１６２】
　図７に示すように、本発明に係るユーザ装置７００は、発信地点が設定した、マルチア
ンテナ・多発信地点協働に参与するＣＳＩプロセス集合を取得するＣＳＩプロセス集合取
得ユニット（７１０）と、発信地点がＣＳＩプロセス集合内のＣＳＩプロセスに対して設
定したサブ帯域（ＳＢ）継承を取得するＲＩ／ＳＢ継承設定取得ユニット（７２０）と、
ＣＳＩプロセスに対する設定に基づいてＣＳＩを算出するＣＳＩ算出ユニット（７３０）
と、算出されたＣＳＩを発信地点にフィードバックするＣＳＩフィードバックユニット（
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７４０）とを含む。
【０１６３】
　好ましくは、前記継承設定取得ユニット（７２０）は、さらに、発信地点がＣＳＩプロ
セス集合内のＣＳＩプロセスに対して設定したランク指示子（ＲＩ）継承を取得する。
【０１６４】
　好ましくは、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにおいてＳＢ情報および他
のＣＳＩを同時間に通知する必要がある場合には、前記ＣＳＩ算出ユニット（７３０）は
、ＳＢ参照型プロセスに関するＣＳＩのみを算出する。
【０１６５】
　好ましくは、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依存型プロセスにおいてＳＢ情報および他
のＣＳＩを異なる時間に通知する必要がある場合には、前記ＣＳＩ算出ユニット（７３０
）は、直近に継承されたＳＢ情報に基づいて、ＳＢ依存型プロセスに関する通知情報を算
出する。
【０１６６】
　好ましくは、前記ＣＳＩ算出ユニット（７３０）は、ＳＢ参照型プロセスおよび対応の
ＳＢ依存型プロセスによるＪＴ伝送を想定し、ＳＢ参照型プロセスのＳＢ選択を算出する
。
【０１６７】
　好ましくは、ＳＢ依存型プロセスとして設定され、ＲＩ依存型プロセスとして設定され
ていないＣＳＩプロセスに対し、前記ＣＳＩフィードバックユニット（７４０）は新モー
ド２－１における新フィードバックタイプ１ａを採用してフィードバックを行い、該新フ
ィードバックタイプ１ａでのフィードバック内容には、ＳＢ参照型プロセスから継承され
るサブ帯域位置が含まれない。
【０１６８】
　好ましくは、ＳＢ依存型プロセスおよびＲＩ参照型プロセスとして設定されたＣＳＩプ
ロセスに対し、前記ＣＳＩフィードバックユニット（７４０）は新モード２－１における
新フィードバックタイプ１ａを採用してフィードバックを行い、該新フィードバックタイ
プ１ａでのフィードバック内容には、ＳＢ参照型プロセスから継承されるサブ帯域位置が
含まれ、または含まれない。
【０１６９】
　好ましくは、前記ＣＳＩ算出ユニット（７３０）は、ＳＢ参照型プロセスおよびＳＢ依
存型プロセスによるＪＴ伝送を想定し、集積ＣＱＩを算出する。
【０１７０】
　なお、以上の説明は、本発明の技術的構成を例示的に示したが、本発明が上述のステッ
プおよびユニットの構成に限定されることを意味するものではない。ステップおよびユニ
ットの構成は、可能であれば、必要に応じて調整や取捨を行ってもよい。したがって、一
部のステップおよびユニットは、本発明を実施する全体的な発明思想に必須な要素ではな
い。そのため、本発明に必須な技術的構成は、本発明を実現できる全体的な発明思想に最
低限の要求に限定されるものであり、前記の具体的な実施例に限定されるものではない。
【０１７１】
　以上は、本発明の好ましい実施例を挙げて本発明について説明したが、本発明の精神お
よび範囲を超えない限り、本発明に対する種々の変更、置換および付加が可能であること
は、当業者であれば理解できる。したがって、本発明は、上述した特定の実施例に限定さ
れず、付される特許請求の範囲により限定されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【０１７２】
　図面と併せて本発明の好ましい実施例を説明することにより、本発明の前記および他の
目的、特徴および利点はより明白になる。
【図１】ＭＩＭＯシステムの模式図である。
【図２】完全型のチャネル状態情報フィードバックの模式図である。
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【図３】統計に基づくチャネル状態情報フィードバックの模式図である。
【図４】コードブック空間探索に基づくチャネル状態情報フィードバックの模式図である
。
【図５】多セル型セルラ通信システムの模式図である。
【図６】本発明に係る方法のフローチャート図である。
【図７】本発明に係るユーザ装置の構成を模式的に示すブロック図である。
【図８】本発明に係るタイプ１ａとして考えられる９種類のフィードバック形式の模式図
である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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